
「大方聞きにくく見苦しきことは，老人の若き人

に交りて，興あらんと物言いゐたる」。

京都大学文献複写相互利用制度の発足について

　昭和60年9月9日（月）より，附属図書館及び

部局図書館（室）の文献複写相互利用制度が発足

しました。

　この制度は，従来自然系4学部2研究所で行わ

れていた複写による文献の相互利用を全学的に拡

大し，利用者に便宜を図るために附属図書館及び

部局図書室の関係者を中心に協議を重ねてきたも

のです。

　利用者が所属する部局に所蔵されていない文献

のコピーを希望する場合，この制度により所蔵部

局から資料を持出さずに複写が出来ますので，利

用者は1往復ですむことになります。このほか，

この制度の要点は下記のとおりです。

　1．　この制度は校費による利用に限られる。

　2．　部局図書室単位で，この制度に文献複写の

　　　依頼館及び受付館，あるいはそのいずれか

　　　として参加する。校費の支払等に用いる予

3

4

注）附属図書館での利用は，

　詳細は，

2638）又は部局図書室へお問合わせ下さい。

算口座を同時に登録する。

利用希望者は所属する部局又は学科の図書

室から利用書の発行をうける。

複写は利用者自身の責任の下に行う。

経費は附属図書館で講座等予算使用上の口

座単位で集計を行って各部局に通知し，年

1回経理部で部局開の予算振替を行う。

禾弓用冴糾｛＞は音に局ご’と1こ設定する。

この校費移算のための複写データ処理等の

事務は，附属図書館が行う。

　　　　　　　　　　上記の利用書記入

による利用と，複写I　Dカード（部局から

の申出に応じて発行）による利用と二通り

の方法のいずれでも可能です。

　　附属図書館閲覧課和互協力掛（内線

教養部図書館本年4月より開架室図書の借用手続きを

電算化一それを機に大幅にサービス改善

　教養部図書館は附属図書館の協力をえて，本年

4月8日から開架室の図書約32，000冊の借用・返

却手続きを電子計算機で処理するようになりまし

た。そしてこれを機に下記のように借用手続きと

利用条件の一部を変更して，サービスの改善をは

カ・りました。

　借用手続きが非常に簡略化され，借用冊数，借

用期間が大きくふえたので，全学の学生・教職員

各位のせいぜいのご利用をお待ちしています。

　　　　　　　　　記

　1．借用手続き

〔1〕　『京都大学附属図書館（・教養部図書館）

　　　利用証』　（附属図書館と共通）で借用手続

　　きを行し、ます。

〔2〕従来の『図書帯出券』制度は廃止しまし

　　た。

2．　借用冊数，借用期問

　　　　　借用冊数　　　　　　 　 　　　 　　借用期問　
　　　　　　　　、 開架室図書　書庫内図書
　　　　

学生 　　　　　 　1　　’　
　　　（旧） 　（3冊以内）　　 （7日以内）

　　　 新 5冊以内 3冊以内 　l4日以内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

教職員
新　5冊以内　20冊以内

（旧）1 （IO冊以内）

90日以内　

（90日以内）

3．　月例の図書出納事務休止日
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〔新〕　毎月末日　（日曜日の場合はその前

　　日）

〔旧〕　毎月1日（日曜日の場合は2日）

注：出納事務休止日も2階閲覧室

　（300席）は利用できます。

「黎明期の新聞展」を開催

　毎年10月には「新聞週問」が行われ，標語の募

集をはじめ，多彩な行事が催されておりますQ

　附属図書館では，こo）週間の行事に合せ，一般

になじみ深い“新聞。をテーマとしてとりあげ，

展示会を開催することとなりました。展示資料は

附属図書館に所蔵している「新聞文庫」の中から

つぎのサブテーマにより選択して展覧に供しま

す。

　期間：10月14日（月）～19日（土）

　　　　　　午前10時～午後4時

　場　　所：附属図書館展示ホール（3階）

　展示内容：Aコーナー展示〈新聞前史＞

　　　　　　1瓦版
　　　　　　2錦画（絵）新聞

B一般展示
1維新前後の新聞

　（1）翻訳・翻刻新聞

　（2）慶応四年・明治元年創刊の

　　新聞
　（3）我が国最初の日刊新聞

2地方新聞の発生

3京都の新聞

4号外
　（1）明治期

　（2）大正期

　（3）昭和期

5新聞の付録

6資料類

「経済学古典文献集成展」へのご案内

　きたる11月14日（木）から16日（土）までの3

日間，附属図書館展示ホールにおいて「経済学古

典文献集成」をテーマとして展示会が催される・

これは経済学の古典を通じて経済学の形成過程を

理解してもらおうという趣旨のもので，経済学部

が主催，経済学会，附属図書館が共催する。約

7．80冊が出版年代順に展示され，それぞれに解題

を付す予定であろ。

今年度「調査研究」の課題決まる

今年度から附属図書館調査研究室において館長

の委嘱による調査研究がおこなわれることになっ

たが （「静脩」VoL21，No．2参照），昭和60年度

の研究課題と研究員が以下のように決まり，委嘱

された。

（1）調査研究事項『大惣本』目録解題作成

　　調査研究員　文学部　日野　龍夫助教授

　　委嘱期問昭和60年4月1日～昭和61年

　　3月31日

（2）調査研究事項

　　　1『大惣本』目録解題作成

　　　　　（主として古代文学を中心として）

　　　2公家旧蔵書の調査

　　調査研究員　　文学部　上野英二助手

　　委嘱期間　　昭和60年4月1日～昭和60年

　　　　　　　　3月31日

一4一


